
「細胞の見える化技術」が可能にする、細胞製造・品質管理
の効率化・省力化によるコストダウン・生産性向上の実現

お問合せ先：mizukami@nagahama-i-bio.ac.jp

⚫ 「細胞の見える化技術」は、細胞製造・品質管理プロセスのデジタル化・自動化のキーテクノロジ
ーです。

⚫ 細胞製造・品質管理プロセスのデジタル化・自動化は、プロセスの高度化・効率化・省力化に必
須であり、生産性向上・コストダウンを実現します。

⚫ 「細胞の見える化技術」が貢献できる再生医療の重要ニーズ

(1) Quality by Design(QbD)を実現するためのインプロセスモニタリングのツール開発
・製造：細胞数・形態の高精度自動計測

・品質管理：細胞の純度・機能の高精度自動分析

(2) 細胞形態情報に基づく増殖/分化予測AIエンジンによる、細胞培養制御の最適化・細胞製造
の自動化

⚫ 実績例：iPS細胞を対象とする高精度な細胞計数（下図）

(1) iPS細胞の播種後から成熟コロニーまでの多様な細胞形態・全成長過程を対象とする、生死細
胞数・密度・増殖速度のモニタリング技術を開発

(2) 細胞製造現場の実践的ニーズに応えるため、広範囲を撮像可能な低倍率画像用の学習モデ
ルを確立。他法と比べて顕著に高い計数精度を持つことを実証。
（3月23日18:30～18:40、第4会場（Room B-2）、一般口演「iPS細胞・培養法」セッションで発表）

⚫ 「細胞の見える化技術」が導く再生医療の将来イメージ

(1) QbDを実現するためのインプロセスモニタリングが広く普及しています。
(2) 細胞製造・品質管理の自動化・デジタル化が実現し、細胞製造の省力化・スケールアップによる
コストダウンが実現しています。
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